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第213回
通常国会での
いそざき議員の
活動をまとめました!

動画は
こちらから！

皆様と国会をつなぐ、いそざき哲史のアイ ［アイ・コネクト］

哲史のTETSU学

組織内議員として、
皆さんにお伝えしたいこと

10年間の
成果をまと
めた動画は
こちら！

「
仲
間
の
思
い
、

か
た
ち
に
し
た
い
。」

政
策
を
一
新
し
、仲
間
と
共
に
こ
れ
か
ら
も
挑
み
続
け
る

職
場
原
点
の
政
策
で

実
現
す
る



「
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
良
く
し
た
い
」

「
自
分
ら
し
く
働
き
続
け
た
い
」

「
将
来
に
希
望
を
も
っ
て

 

子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い
」

「
生
涯
を
通
じ
て
い
き
い
き
と
自
分
ら
し
く

 
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
き
た
い
」

自
民
党
の
派
閥
の
政
治
資
金
パ
ー

テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
問
題
を
議
題
と
し

て
、参
議
院
政
治
倫
理
審
査
会
を
開

催
す
る
た
め
、申
立
書
を
提
出
す
る

こ
と
に
つ
い
て
野
党
間
で
合
意
。通

常
国
会
中
は
、そ
の
時
々
の
国
会
情

勢
に
応
じ
て
断
続
的
に
開
催
。

3月8日

予
算
委
員
会 

集
中
審
議

T
V
中
継
の
入
っ
た
委
員
会
で
1

年
ぶ
り
に
質
疑
。岸
田
総
理
に
対
し

「
賃
上
げ
の
実
現
に
向
け
た
政
府
・

政
治
の
果
た
す
べ
き
役
割
」、「
持
続

的
な
賃
上
げ
環
境
を
作
る
た
め
の

継
続
的
な
政
策
実
施（
特
に
所
得
税

減
税
）の
必
要
性
」、「
ガ
ソ
リ
ン・軽

油
代
抑
制
策
の
出
口
戦
略
と
し
て

の
ト
リ
ガ
ー
条
項（
ガ
ソ
リ
ン
減
税

等
）の
実
施
」、「
適
正
取
引
促
進
の

た
め
の
諸
施
策
」な
ど
を
主
張
。

4月2日

経
済
産
業
委
員
会 

（
大
臣
所
信
質
疑
）

中
小
企
業
の
賃
上
げ
支
援
策（
賃
上

げ
促
進
税
制
な
ど
）、燃
料
代・電
気
代

補
助
金
の
今
後
の
方
針
、再
エ
ネ
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
の
公
表
資
料
に
中
国
企

業
の
ロ
ゴ
記
載
が
あ
っ
た
問
題
な
ど

に
つ
い
て
質
し
た
。3
月
22
日（
予
算

案
委
嘱
審
査
）、4
月
18
日
、6
月
13

日（一般
質
疑
）、5
月
7
日
、9
日
、16
日

（
水
素
社
会
推
進
法
案
、C
C
S
事
業

法
案
）、5
月
23
日
、28
日
、30
日（
産
業

競
争
力
強
化
法
等
改
正
案
）、6
月
6

日
、11
日（
ス
マ
ホ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
競
争

促
進
法
案
）、6
月
18
日（
消
費
生
活

用
製
品
安
全
法
等
改
正
案
）に
も
質

疑
。経
済
産
業
委
員
会
で
の
質
問
回

数
は
計
13
回
。

4月9日

参
議
院
与
野
党

国
対
委
員
長
会
談

3月29日

法
案
提
出（
シ
ン・ト
リ
ガ
ー

条
項
凍
結
解
除
法
案
）

ガ
ソ
リ
ン
税
減
税
を
実
現
す
る
べ
く

参
議
院
に
法
案
を
提
出
。（
2
0
2
1

年
末
に
同
様
の
法
案
を
提
出
し
て

以
降
、複
数
回
に
わ
た
っ
て
提
出
し

て
き
た
法
案
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
た

も
の
）

4月10日

法
案
提
出（
ダ
ブ
ル
ケ
ア

ラ
ー
支
援
法
案
）提
出

従
来
か
ら
国
民
民
主
党
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支

援
に
続
き
、子
育
て
と
介
護
が
重
な

る
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
苦
し
む
人
の
実
態

把
握
の
た
め
の
調
査
を
義
務
付
け
、

支
援
に
向
け
た
施
策
を
行
う
よ
う

政
府
に
求
め
る
内
容
。

3月15日

国
民
民
主
党 

政
治
改
革

行
政
改
革
推
進
本
部

自
民
党
の
い
わ
ゆ
る
裏
金
問
題
の

実
態
解
明
と
併
行
し
、今
後
の
抜
け

道
を
塞
ぐ
べ
く
、対
策
案
に
つ
い
て

協
議
。

3月3日

N
H
K
日
曜
討
論 

出
演

「
与
野
党
参
議
院
幹
部
に
問
う
国

会
論
戦
の
焦
点
」を
テ
ー
マ
に
、国
民

民
主
党
の
参
議
院
国
対
委
員
長
と

し
て
出
演
。

2月24日

国
民
民
主
党
広
島
県
連 

定
期
大
会

広
島
県
連
代
表
と
し
て
主
催
。

3月26日

法
案
提
出

（
再
エ
ネ
賦
課
金
停
止

法
案
、教
育
国
債
法
案
）

ガソリン高騰の対策として以前から「トリガー条項凍結解
除」を訴えてきたが、政府からは｢ガソリンスタンド等の流通
現場や国民への混乱を与える。ガソリン以外
の油種への方策にならない｣と実務上の課題
が指摘されていた。それらの課題への解決策
として、2024年3月「シン・トリガー条項凍
結解除法案」を参議院に提出した。

「シン・トリガー条項凍結解除法案」
　　　　　　　の内容については

i-connect Vol.26でも
「トリガー条項」について解説➡

4月10日

雇
用・
労
働・
経
済
政
策

（
給
料
が
上
が
る
経
済
の
実
現
）

日
常
の
く
ら
し
の
中
で
、皆
さ
ん
が

抱
い
て
い
る
声
に
応
え
る
た
め
に
、

「
仲
間
の
思
い
、か
た
ち
に
し
た
い
。」

い
そ
ざ
き
哲
史
は
こ
れ
か
ら
も

全
力
で
取
り
組
み
続
け
ま
す
。

2月21日2月24日3月3日3月8日3月26日3月29日4月2日 2月19·20日



議
員
活
動
報
告

2024年
1月12日

初
当
選
か
ら
11
年
。こ
の
間
、A
I
な
ど
の
技
術
革
新
や
働
き
方
改
革

な
ど
で
、我
々
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、い
そ
ざ
き
議
員
は
、時
代
の
流
れ
や
こ
れ
か
ら
の
10
年
を
見
据
え

政
策
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
、新
た
な
決
意
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

産
業
や
企
業
の
健
全
な
成
長
は
、私
た
ち
の
生

活
に
と
って
も
日
本
全
体
に
と
って
も
重
要
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
に
お
け
る
新
た
な
経
済
環
境
や
、

A
I
を
は
じ
め
急
速
な
技
術
革
新
の
中
に
あ
っ

て
、国
内
の
産
業・企
業
基
盤
を
強
化
し
、国
内
の

雇
用
の
確
保
と
生
活
の
安
定
を
め
ざ
し
ま
す
。

『
明
る
い
日
本
の
将
来
』を

職
場
原
点
の
政
策
で

め
ざ
す
！

自
公
国 

原
油
価
格

高
騰・ト
リ
ガ
ー
条
項
に

つ
い
て
の
検
討
チ
ー
ム

ト
リ
ガ
ー
条
項
凍
結
解
除
の
実
現

に
向
け
、自
公
国
の
実
務
者
協
議

（
原
油
価
格
高
騰
・
ト
リ
ガ
ー
条
項

に
つ
い
て
の
検
討
チ
ー
ム
）の
第
1

回
会
合
に
国
民
民
主
党
を
代
表
し

て
出
席
。2
月
2
日
に
は
第
2
回
会

合
が
開
催
さ
れ
た
。

1月17日

国
民
民
主
党 

災
害
対
策
本
部

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
に
つ
い

て
玉
木
代
表
か
ら
の
現
地
視
察
報

告
、党
県
連
か
ら
の
状
況
報
告
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
。

1月26日

第
2
1
3
回
通
常
国
会 

開
会

前
年
に
続
き
、参
議
院
国
対
委
員
長

の
役
割
を
担
う
こ
と
に
。

夕
方
に
は
、恒
例
の
党
街
頭
演
説
会

を
実
施
。

2月12日

国
民
民
主
党 

第
4
回
定
期
党
大
会

2
0
2
4
年
の
運
動
方
針
を
決
議
。

い
そ
ざ
き
議
員
は
、大
会
第
２
部
で

司
会
を
務
め
た
他
、大
会
前
後
の

G
ｏ
！
G
ｏ
！
こ
く
み
ん
ラ
イ
ブ
を

主
催
。

2月14日

連
合
出
身
議
員
政
治

懇
談
会（
連
合
政
治
懇
）総
会

代
表
世
話
人
と
し
て
総
会・勉
強
会

を
開
催
。1
月
30
日
、3
月
18
日
、5

月
22
日
、７
月
25
日
に
も
開
催
し
、主

に
政
策
課
題
別
に
連
合
や
有
識
者

か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
。

2月17日

国
民
民
主
党
東
京
都
連 

定
期
大
会

東
京
都
連
会
長
と
し
て
主
催
し
、

2
0
2
4
年
度
の
活
動
方
針
を
全

会
一
致
で
承
認
。い
そ
ざ
き
議
員
は
、

会
長
と
し
て
2
期
目
の
信
任
。大
会

の
第
2
部
で
は
党
サ
ポ
ー
タ
ー
と
意

見
交
換
。

2月19日
·20日

経
済
産
業
委
員 

視
察

参
議
院
経
済
産
業
委
員
会
の
委
員

派
遣
で
大
阪
府
と
愛
知
県
を
訪
問

し
、2
日
間
か
け
て
、大
阪・関
西
万

博
会
場
を
は
じ
め
、G
X・D
X
に
関

わ
る
取
り
組
み
の
現
場
を
視
察
。

2月6日

国
民
民
主
党 

ト
リ
ガ
ー

条
項
凍
結
解
除
に
つ
い
て

の
検
討
P
T

自
公
か
ら
前
向
き
な
対
応
が
な
け

れ
ば
協
議
を
打
ち
切
る
こ
と
を
確

認
。翌
日
の
党
の
両
院
議
員
総
会
で
、

協
議
打
ち
切
り
を
正
式
に
決
定
。

2月1日

国
民
民
主
党 

特
別
党
員・

党
員・サ
ポ
ー
タ
ー
会
議

い
そ
ざ
き
議
員
は
広
報
局
長
と
し

て
司
会
を
担
当
。

未
来
を
拓
く
自
動
車
産
業
と

モ
ノ
づ
く
り
産
業
の
成
長

C
A
S
E
に
代
表
さ
れ
る
技
術
革
新
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
な
ど
、

1
0
0
年
に
一
度
の
大
転
換
期
を
迎
え
た
自
動
車
産
業
が
今
後
も
日
本
の
基
幹

産
業
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

次
世
代
自
動
車
の
研
究
開
発
や
国
際
標
準
化
戦
略
の
強
化
、経
済
安
全
保
障
も

加
味
し
た
生
産
体
制
強
化
、新
た
な
市
場
の
構
築
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
や

販
売
の
支
援
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
の

過
重
な
税
負
担
の
軽
減

複
雑
か
つ
過
重
で
不
条
理
な
自
動
車
関
係
諸
税
を
抜
本
的
に
見
直
し
ま
す
。

9
種
類
も
あ
る
税
の
簡
素
化
や
、当
分
の
間
税
率
の
廃
止
を
含
む
税
率
の
見
直
し

な
ど
に
取
り
組
み
、自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
の
過
重
な
負
担
の
軽
減
に
つ
な
げ
ま
す
。

CASE　
Connected（コネクテッド）、Autonomous（自動運転）、Shared & 
Services（シェアリング）、Electric(電動化)の頭文字。2016年パリ
のモーターショーで提唱され、自動車業界の
未来を語る概念として話題を集めた。

「自動車産業の今後について」のいそざき
議員の考えはi-connect Vol.21に掲載➡

カーボンニュートラル
二酸化炭素排出量をプラスマイナスゼロにして、大気中の二酸化炭素
の量を増減させない取り組みのこと。
「企業と政府が強く結びつき、国際競争に立ち向かう
ことが必要だ」といそざき議員が語っている内容は

i-connect Vol.26に掲載➡
国際標準化
製品の品質、性能、安全性、寸法、試験方法などの国際
規格や基準を合意していく動き。決められたルールに
よって市場が大きく左右される。
いそざき議員は毎年のようにこのテー
マを取り上げ、昨年6月の参議院予算
委員会では、国際標準化について「専
門の大臣を設け、政府全体で取り組む
べきだ」と岸田総理らに訴えた。
詳しくはi-connect Vol.27に掲載 ➡

また、過去には菅前総理とも国際
標準化について議論している。
詳しくはi-connect Vol.25に掲載➡

経済安全保障　
国家が自国の経済活動や国民生活に対する脅威
を取り除き、経済体制や社会生活を安定維持させ
るために、エネルギー、資源、食料などの安定供給
を確保するための措置を講じること。日本でも、
2022年に経済安全保障推進法が可決・成立した。

自動車関係諸税　
自動車に関する税金の総称で、主に自動車ユー
ザーに課税される。現在、下記の図のように複雑
で多くの矛盾を抱えている。
いそざき議員は当初からこの問題に
取り組み、多くの議論を重ねてきた。

i-connect Vol.30で
詳しく解説➡

クルマにかかる税金の種類

車体課税
＋

消費税が加算

購入時

燃料課税
＋

消費税が加算
さらに さらに

●自動車税（環境性能割）
●軽自動車税（環境性能割）

給油時
●揮発油税 ●地方揮発油税
●軽油取引税 ●石油ガス税

保有時（毎年）
●自動車税（種別割）
●軽自動車税（種別割）

車検時
●自動車重量税

念願の
マイカー！

毎年 毎年…
家計にひびくわ

高騰は
いつまで続くの？自動車重量税

は車検の時に

♪

2月21日

参
議
院
野
党

国
対
委
員
長
会
談

自
民
党
の
派
閥
の
政
治
資
金
パ
ー

テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
問
題
を
議
題
と
し

て
、参
議
院
政
治
倫
理
審
査
会
を
開

催
す
る
た
め
、申
立
書
を
提
出
す
る

こ
と
に
つ
い
て
野
党
間
で
合
意
。通

常
国
会
中
は
、そ
の
時
々
の
国
会
情

勢
に
応
じ
て
断
続
的
に
開
催
。

解説

産
業
政
策

1月17日1月26日1月26日2月1日2月6日2月12日2月14日2月17日 1月12日



4月24日

本
会
議 

代
表
質
問

（
水
素
社
会
推
進
法
案・

C
C
S
事
業
法
案
）

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
産
業
政

策
と
し
て
戦
略
的
に
進
め
て
い
く
た

め
に
も
国
際
標
準
化
戦
略
が
重
要

で
あ
る
こ
と
、水
素
の
活
用
に
向
け

て
コ
ス
ト
低
減
と
需
要
の
掘
り
起
こ

し
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、C
C
S（
二

酸
化
炭
素
の
地
下
貯
留
）事
業
の
リ

ス
ク
対
応
と
関
係
者
の
理
解
促
進

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、な
ど
の
観

点
で
政
府
の
見
解
を
質
し
た
。

5月20日

自
動
車
産
業
の
未
来
を

考
え
る
会
議
員
連
盟 

視
察

神
奈
川
県
横
浜
市
の
E
N
E
O
S

中
央
技
術
研
究
所
を
訪
問
し
、水
素・

合
成
燃
料
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
す

る
と
と
も
に
精
製
工
程
を
視
察
。

5月15日

憲
法
審
査
会

参
議
院
の
緊
急
集
会
に
つ
い
て
意
見

を
表
明
。6
月
12
日
に
も
国
民
投
票

法
に
つ
い
て
意
見
陳
述
。

4月24日

法
案
提
出（
サ
イ
バ
ー

安
全
保
障
法
案
）

5月24日

損
保
労
連 

政
策
懇
談
会

6月23日

第
2
1
3
回
通
常
国
会 

閉
会

5月27日

戦
没
者
墓
苑 

拝
礼
式

千
鳥
ヶ
淵
の
戦
没
者
墓
苑
拝
礼
式
に

国
民
民
主
党
を
代
表
し
て
参
列
。

6月5日

法
案
提
出（
政
治
資
金

規
正
法
改
正
案
）

自
民
党
案
で
は
不
十
分
な「
非
公

開
・
非
課
税
の
政
治
資
金
を
な
く

す
」と
い
っ
た
観
点
に
加
え
、連
座

制
、パ
ー
テ
ィ
ー
規
制
、第
三
者
機
関

の
設
置
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。参
議

院
政
治
改
革
特
別
委
員
会
で
審
議

さ
れ
る
も
、廃
案
。

6月6日

国
民
民
主
党 

Ｇｏ
！ 

Ｇｏ
！

こ
く
み
ん
ラ
イ
ブ

政
治
資
金
規
正
法
改
正
を
テ
ー
マ
に

放
映
。2
0
2
4
年
は
8
月
ま
で
に

計
10
回
開
催
。

6月7日

航
空
連
合
政
策

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム 

視
察

A
N
A 

B
l
u
e 

B
a
s
e（
訓

練
セ
ン
タ
ー
）と
空
港
で
の
グ
ラ
ン

ド
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
を
視
察
。

5月9日

法
案
提
出（
自
動
車

盗
難
対
策
法
案
、組
織

犯
罪
厳
罰
化
法
案
）

す
べ
て
の
世
代
の
た
め
の

安
心
社
会・社
会
保
障
制
度
の
確
立

産
業
構
造
の
変
化
へ
の
対
応
と

雇
用
と
労
働
諸
条
件
の
維
持・向
上

国
民
生
活
負
担
の
軽
減

サプライチェーン　
自社の業務だけではなく、消費者の手元にモノが届くまでの調達、製造、在
庫管理、配送、販売、消費という一連の流れのこと。
ＤＸ 
Digital Transformation（デジタルトランスフォーメーション）のことで、
企業がデジタル技術を活用してビジネスモデルや業務プロセスを根本から
改革する取り組み。経済産業省は、2018年に「産業におけるデジタルトラ
ンスフォーメーションの推進」を発表した。
ジェンダー平等　
内閣府によれば「性別に関わらず、平等に責任や権利や機会を分かち合い、
あらゆる物事を一緒に決めて行くことを意味している」と定義されている。
給料が上がる経済の実現
2023年8月には、国民民主党として「賃上げの実現と子育て
支援等に関する緊急申し入れ」を岸田総理に提出。　

　　詳しくはi-connectVol.29に掲載➡

2024年3月には「中小企業・非正規
賃上げ応援10策」も公表。

詳しくはこちらから➡

少子高齢化社会
少子化対策について2023年3月の予算委員会では「政府は約30年
前から取り組んでいたにも関わらず、むしろ少子化が加速している。
「子どもを持たない理由は『経済的な負担』が最も
多く、30年前から変わっていない」「政府としての認
識が不十分だ」と岸田総理に訴える。
　　　　　詳しくはi-connect Vol.29に掲載➡

少
子
高
齢
化
社
会
が
進
展
す
る
中
で
、す
べ
て
の
世
代
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
年
金
・
医
療
・
介
護
・
子
育
て
の
持
続

可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

現
役
世
代
の
負
担
軽
減
や
各
種
子
育
て
支
援
策
に
お
け

る
所
得
制
限
等
に
よ
る
不
公
平
感
を
な
く
し
、社
会
全
体

で
結
婚・出
産
か
ら
育
児・教
育
ま
で
を
徹
底
的
に
支
え
る

制
度
構
築
を
め
ざ
し
ま
す
。

介
護
や
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
め
ざ
し
た
全
員
活
躍
社

会
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

従
来
か
ら
国
民
民
主
党
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支

援
に
続
き
、子
育
て
と
介
護
が
重
な

る
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
苦
し
む
人
の
実
態

把
握
の
た
め
の
調
査
を
義
務
付
け
、

支
援
に
向
け
た
施
策
を
行
う
よ
う

政
府
に
求
め
る
内
容
。

解説
解説

急
速
に
産
業
構
造
が
変
化
す
る
中
で
、中
小
・
中
堅
企
業
も
含
め

た
産
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
働
く
人
た
ち
の
雇
用
と

労
働
諸
条
件
の
維
持・向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

価
格
転
嫁
を
含
め
た
適
正
取
引
の
推
進
や
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル・Ｄ
Ｘ
な
ど
に
向
け
た
、事
業
転
換
に
お
け
る
投
資
や
人
材

育
成
の
拡
充
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

真
面
目
に
働
く
す
べ
て
の
人
が
活
躍
し
、働
き
続
け
ら
れ
る
環
境

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
め
ざ
し
ま
す
。

物
価
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
へ
の
対
応
、思
い
切
っ
た
景
気
対
策
な

ど
に
よ
り
、国
民
の
く
ら
し
を
守
り
ま
す
。

「経済的な負担」
が理由の第1位
で、約30年間変
わっていません

2024年10月か
ら児童手当につ
いて所得制限が
撤廃されます！

所得制限
年収によって、
子育て・教育
支援をうけら
れない子ども
が多く存在。

社
会
保
障

政
策

4月10日4月24日5月9日5月15日5月20日5月27日6月5日6月6日6月7日

雇
用・
労
働・
経
済
政
策

（
給
料
が
上
が
る
経
済
の
実
現
）



日
頃
か
ら
の
ご
支
援
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

本
年
8
月
か
ら
議
員
生
活
も
12
年

目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

元
々
、
私
は
大
学
を
卒
業
後
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
、
開
発
の

現
場
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
傍
ら
で
、
労
働
組
合
の
活
動

に
も
徐
々
に
関
わ
る
こ
と
と
な
り
、

最
終
的
に
は
い
わ
ゆ
る
春
闘
な
ど
に

お
け
る
労
使
交
渉
の
責

任
者
を
任
さ
れ
る
に
至

り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
に
お
い

て
、
所
属
す
る
労
働
組

合
か
ら
「
自
動
車
産
業

で
働
く
仲
間
の
代
表
と

し
て
、
職
場
の
声
を
国
政
に
届
け
て

ほ
し
い
」
と
い
う
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

自
分
に
は
、
そ
う
し
た
考
え
は

ま
っ
た
く
な
く
、

ま
さ
に
晴
天
の

霹
靂
で
し
た
。

か
な
り
悩
み
ま

し
た
が
、
最
終

的
に
は
、「
や

れ
る
と
こ
ろ
ま

で
や
っ
て
み
よ

う
」
と
気
持
ち

を
固
め
て
活
動

を
開
始
し
、
参
議
院
議
員
と
し
て
初

当
選
し
た
の
が
11
年
前
で
し
た
。

実
際
に
国
会
議
員
に
な
っ
て
感
じ

た
こ
と
は
、
衆
参
合
わ
せ
て
７
１
３

名
の
国
会
議
員
が
い
ま
す
が
、
本
当

に
真
面
目
で
優
秀
な
人
が
数
多
く
い

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

た
だ
、
ど
ん
な
に
優
秀
な

人
た
ち
で
も
、
世
の
中
の

こ
と
を
全
部
知
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
も

気
づ
き
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
日
本
の
産
業

界
ひ
い
て
は
自
動
車
産

業
、
お
よ
び
そ
こ
で
働
く

方
々
の
現
場
の
実
態
に
つ

い
て
深
く
知
っ
て
い
る
議
員
は
、
多

く
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ

は
、
国
会
で
議
論
す
る
議
題
と
し
て

職
場
の
問
題
が
あ
ま
り
扱
わ
れ
な
い

と
い
う
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
、
今
、
産
業
が

今
抱
え
て
い
る
問

題
、
職
場
の
皆
さ
ん

が
抱
え
て
い
る
不
安

や
不
満
を
受
け
と
め

て
、
国
会
の
場
で
発

言
し
て
い
く
代
表
と
な

る
人
間
が
や
は
り
必
要

で
す
。
そ
し
て
そ
れ
こ

そ
が
、
私
の
国
会
に
お

け
る
役
割
な
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

私
が
職
場
の
声
を
上

げ
続
け
る
こ
と
で
、
同
じ
問
題
意
識

を
持
つ
議
員
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
い
つ
し
か
、
職
場
の
問
題
が
社
会

的
課
題
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
、
そ
れ

を
解
決
す
る
べ
く
政
治
が
動
き
だ
し

ま
す
。
前
号
で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た

よ
う
に
、
自
動
車
関
係
諸
税
の
見
直

し
、
自
賠
責
保
険
料
の
繰
戻
し
、
ガ

ソ
リ
ン
代
等
燃
油
価
格
引
き
下
げ
に

向
け
た
ト
リ

ガ
ー
条
項
凍

結
解
除
な
ど

な
ど
、
そ
の

実
例
は
沢
山

出
て
き
て
い

ま
す
。

引
き
続
き
、
皆
さ
ん
の
職
場
、
生

活
の
現
場
か
ら
の
声
を
国
政
に
届
け

て
い
き
ま
す
。

是
非
と
も
、
中

面
に
記
載
し
て
い

る
私
の
政
策
一
覧

を
ご
覧
い
た
だ

き
、
そ
こ
に
な
い

問
題
を
、不
満
を
、

不
安
を
組
織
内
議

員
で
あ
る
私
に
お

話
し
く
だ
さ
い
。

「
職
場
の
声
が

私
た
ち
の
活
動
の

出
発
点
。」
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
と
の
共
同
作
業
で
、

政
治
を
動
か
し
、
職
場
の
問
題
解
決

に
向
け
て
努
力
し
続
け
ま
す
。

会社員時代のいそざき議員

会社員時代は労働組合の活動にも従事

2013 年の参議院議員
選挙で初当選

国会議員一年生として
初登院

参
議
院
議
員

  
組
織
内
議
員
と
し
て
、

皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
こ
と

哲史の
TETSU学
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